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19期第３回 講義レポート 

 

 

稼げる！プロコン育成塾 19期 第３回講義、次のとおり報告します。 

 

■実施要項 

開催日時： 2019年８月 31日（土） 

開催内容： 【話す】プレゼンテーション      運営チーム 

 【書く】小論文の書き方（骨格、論理構成）   小野田直人（14期生） 

「書く」体験に基づくノウハウの伝授  小野田直人＋18期生 3名 

出版ノウハウと出版企画の立案法        亀田 憲（７期生） 

 【特別講義③】出版物執筆の基本 

（株）同友館 月刊『企業診断』編集長 馬渕裕介氏 

 

■講義レポート 

 ８月 31 日土曜日、稼げる！プロコン育成塾 19 期第３回講義を開催しました。今回の講義は、

19 期生 14 名が出席しました。 

 講義開始の前に、塾長から「マインドフルネスとやる気」についてのお話です。塾長は、普段

パワーポイントといった資料は使わないのですが、今回はプロジェクターに資料を映しての説明

となりました。塾長の話は、毎回奥が深くとても考えさせられる内容となっており、多くの気づ

きを与えてくれます。 

 

１．【話す】プレゼンテーション 

講師：運営チーム 

 稼プロ！名物の３名の塾生によるプレゼンテーションです。このプレゼンテーションでは、３

分間という時間制約の中で何を伝えたいか、どのようにして相手に伝えるかといった論理構成が

重要になります。また、プレゼンテーション内容の良かった点や悪かった点のフィードバックを

行うために、「聴く」スキルの向上にも一役買っています。２回目ということもあり、スムーズに

進行しました。今回プレゼンテーションを担当した塾生は、落ち着いてプレゼンテーションを行

っており、事前準備をしっかりしてきたことが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真：プレゼンテーションの様子 
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２．【書く】小論文の書き方（骨格、論理構成） 

講師：小野田直人（14期生） 

 「書く」の講義の２回目となります。事前に作成したレジュメをもとにグループワークを行い

ます。グループワークは３グループに分かれて行われ、各グループともそれぞれの視点で、積極

的な意見交換がされていました。 

 グループワーク後には、グループの代表者が選定され、皆さんの前でどういった指摘内容が出

たのかを発表します。まだレジュメの段階ですが、小論文の骨格となるため、この時点でも塾長

や小野田講師から多数のアドバイスを受けることができ、小論文作成の参考になっていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：小野田講師による講義の様子 写真：19期生によるグループワークの様子 

 

３．【書く】「書く」体験に基づくノウハウの伝授 

講師：小野田直人、事務局（18期生） 

 18 期生の事務局３名が参加し、小野田講師を交えた座談会形式で行われました。時間は 30 分

程度と短かったですが、テーマの選定や作成プロセスといった小論文作成に着手するためのやり

取りが中心となっています。さらに、塾生からの質問もあり、今後の小論文作成のヒントになる

内容となりました。 

 

４．【書く】出版ノウハウと出版企画の立案法 

講師：亀田 憲（7期生） 

 個人で出版社に企画を持ち込んで本を出版した経験を持つ亀田講師による出版ノウハウと出版

企画に関する講義となります。講義の冒頭では、大学での講師などを行っている経歴から、実際

に講師となった際の立ち振る舞いやプロと

しての心構えをレクチャーして頂きまし

た。その中で、隣の方と距離を縮めるための

ワークとして、お互いのことをインタビュ

ーし合い、大変盛り上がったことから、距離

を縮める効果的なワークとなりました。 

 亀田講師の著書『お金をかけずにスグで

きる！販促 Q&A ノート』の出版経験を元

に、出版することのメリットや出版社へ提

出する企画書の書き方、出版方法、編集者と

の出会い方といったノウハウを惜しみなく

提供いただき、充実した講義となりました。 

 

  

写真：亀田講師による講義の様子 
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５．【特別講義③】出版物執筆の基本 

（株）同友館 月刊『企業診断』編集長 馬渕裕介氏 

 本日の最終講義は、「書く」スキルの総仕上げとなる出版物を執筆するにあたっての基本として、

同友館から発刊されている『月刊 企業診断』の馬渕編集長による講義です。 

 講義では、現在の出版環境がどのような状態となっているか、本を執筆する上での注意点や出

版社が求めているネタがどういったものかなど、編集長の立場から数多くの知見を得ました。 

 また、実際に編集はどのような校正を行

っているかを体験するために、サンプルの

文書の中から表記がおかしな点や言い回

しが統一されていないといったことを確

認するワークもあり、文書を書くことの大

変さや難しさを改めて感じることができ

たようです。 

 

 「書く」についての講義は今回で終了と

なり、今後は各自で小論文を作成していく

なかで「書く」スキルを高めていくことに

なります。 

 

■次回の案内 

 次回、第４回講義は、９月 28 日（土）～９月 29 日（日）の２日間で行われる合宿となります。

講義の内容は以下の通りです。 

・ 19 期生による３分間プレゼンテーション 

・ 稼プロ！OB 生による独立のロールモデル 

・ キャリアビジョンの発表とブラッシュアップ 

 

（事務局スタッフ：清水 祐樹（18 期）） 

以 上 

写真：馬渕編集長による講義の様子 


